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本社 

〒288-0056 
千葉県銚子市新生町 2-10-1 
Tel.0479-22-0095 Fax.0479-22-3435 
https://diagnostics.yamasa.com/ 

安全データシート 

１．化学品及び会社情報 

製品名 ：ラットS100A9アッセイキット 

会社名 ：ヤマサ醤油株式会社 

住所 ：千葉県銚子市新生町2-10-1 

電話番号 ：0479-22-0095 

問い合わせ先 ：診断薬事業部 診断薬営業情報室 

電話番号 ：03-3668-8558 

FAX番号 ：03-3668-8407 

緊急連絡先 ：問い合わせ先に同じ 

改訂日 ：令和8年2月20日（第3版） 

SDS No.  ：YS-801260-A 

推奨用途及び使用上の制限：試験研究用 

 

２．危険有害性の要約   

N,N-ジメチルホルムアミド 

危険 

     
物理化学的危険性： 引火性液体；区分3 

健康有害性： 急性毒性；区分4(経皮)、区分3(吸入；蒸気)、皮膚腐食性・刺激性；区分2、 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性；区分2、発がん性；区分1B、生殖毒性；区分1B、 

特定標的臓器毒性(単回暴露)；区分1 (肝臓、呼吸器、消化管) 

特定標的臓器毒性(反復暴露)；区分1(肝臓) 

環境有害性： 水生環境有害性；区分外 

<危険有害性情報> 

引火性液体及び蒸気 

皮膚に接触すると有害のおそれ(経皮)、重篤な眼の損傷、遺伝性疾患のおそれの疑い、生殖能又は胎児への悪影響のお

それ、肝臓の障害、呼吸器の障害のおそれ、長期又は反復暴露による肝臓の障害 

 

 

過酸化水素 

危険 

       
物理化学的危険性： 酸化性液体；区分１ 

健康有害性： 急性毒性；区分4 (経口)、区分3 (経皮)、区分3 (吸入：蒸気)、区分2(吸入：ミスト)、 

皮膚腐食性・刺激性；区分1、眼に対する重篤な損傷・眼刺激性；区分1、発がん性；区分２、 

特定標的臓器毒性(単回暴露)；区分1(呼吸器)、 

特定標的臓器毒性(反復暴露)；区分1(呼吸器) 

環境有害性： 水生環境急性有害性；区分2、水生環境慢性有害性；区分外 

<危険有害性情報> 

火災又は爆発のおそれ：強酸化性物質 

飲み込むと有害(経口)、皮膚に接触すると有害のおそれ(経皮)、吸入すると有毒(蒸気)、重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷、 

重篤な眼の損傷、生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い、呼吸器、中枢神経系の障害、 

長期又は反復暴露による肺の障害、長期又は反復暴露による血液の障害のおそれ、水生生物に毒性 
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硫酸 

危険 

      

物理化学的危険性： 金属腐食性化学品；区分1 

健康有害性： 急性毒性；区分2 (吸入：粉じん、ミスト)、皮膚腐食性・刺激性；区分1、 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性；区分1、 

特定標的臓器毒性(単回暴露)；区分1(呼吸器)、 

特定標的臓器毒性(反復暴露)；区分1(呼吸器) 

環境有害性： 水生環境急性有害性；区分3、水生環境慢性有害性；区分1 

<危険有害性情報> 

金属腐食のおそれ、吸入すると生命に危険(ミスト)、重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷、重篤な眼の損傷、呼吸器系の障害、

長期又は反復暴露による呼吸器系の障害、水生生物に有害、長期継続的影響により水生生物に非常に強い毒性 

 

<貯蔵または取扱い上の注意> 

【安全対策】 

全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。使用前に取扱説明書を入手すること。 

個人用保護具や換気装置を使用し、暴露を避けること。（粉じん、ガス、蒸気）を吸入しないこと。 

環境への放出を避けること。 

【救急処置】 

暴露又はその懸念がある場合、医師の診断、手当てを受けること。気分が悪い時は、医師の診断、手当てを受けること。 

皮膚刺激があれば、医師の診断、手当てを受けること。 

【保管】 

直射日光を避け、2～8 ºCで保管すること。 

【廃棄】 

内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に業務委託すること。
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３．組成及び成分情報  

単一製品・混合物の区別：混合物 

含有成分 

構成試薬名 成分名 CAS No 化管法*1 安衛法*2 毒劇法*3 含量 

抗体固相化プレート － － － － － － 

S100A9標準液 1 

(3.75 ng/mL) 
－ － － － － － 

S100A9標準液 2 

(15 ng/mL) 
－ － － － － － 

S100A9標準液 3 

(60 ng/mL) 
－ － － － － － 

S100A9標準液 4 

(240 ng/mL) 
－ － － － － － 

希釈液  

(3倍濃縮液) 
－ － － － － － 

洗浄原液  

(5倍濃縮液) 
－ － － － － － 

酵素標識抗体 － － － － － － 

発色液A 
N,N-ジメチル 

ホルムアミド 
68-12-2 

第1種指定

化学物質 

危険物：引火性の物 

第2種有機溶剤 
－ 10% 

発色液B 過酸化水素 7722-84-1 － 
危険物：酸化性の物 

腐食性液体 
－ 1% 

反応停止液 硫酸 7664-93-9 － 
特定化学物質 

第3類物質 
－ 4.9 % 

*1 化学物質排出把握管理促進、*2労働安全衛生法、*3 毒物及び劇物取締法 

 

４．応急措置  

眼に入った場合： 直ちに大量の水で15分間以上洗い流す。 

外観変化や痛みが生じた場合には、医師の手当てを受ける。 

皮膚に付着した場合： 直ちに付着または接触した部分を多量の水で十分に洗い流す。 

外観変化や痛みが生じた場合は医師の手当てを受ける。 

吸入した場合： 直ちに患者を新鮮な空気のところに移し、毛布などで保温し、速やかに医師の手当てを受け

る。呼吸が停止している場合は人工呼吸を行う。呼吸困難な場合は酸素吸入を行う。 

飲み込んだ場合： 口の中を水でよく洗い流し、速やかに医師の手当てを受ける。 

      

５．火災時の措置  

消火方法：直ちに消火剤で消火する。周辺火災は容器を安全な場所に移動する。移動が困難な場合は、容器及び周囲

に散水し消化する。  

特有の危険有害性：火災時に強熱されると刺激性、毒性、又は腐食性のガスを発生するおそれがある。 

消火剤：水、二酸化炭素、粉末、泡 

 

硫酸 

消火方法： 直ちに消火剤で消火する。周辺火災は容器を安全な場所に移動する。移動が困難な場合は、

容器及び周囲に散水し冷却する。 

特有の危険有害性： 火災時に強熱されると刺激性、毒性、又は腐食性のガスを発生するおそれがある。 

消火剤： 二酸化炭素、粉末、泡 

 

６．漏出時の措置   

作業の際には必ず保護具を着用し、風上で作業する。少量の場合は試薬を完全に除去した後、洗浄する。 

または、多量の水を用い、十分に希釈し、洗い流す。 
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７．取扱い及び保管上の注意  

取扱い： 蒸気を吸い込んだり、眼、皮膚及び衣服に触れないように、適切な保護具を着用する。取扱

い後は、手洗い、洗顔を十分に行う。換気の良いところで作業を行う。N,N ジメチルホルム

アミド：酸化剤との接触を避ける。火気の使用を禁止する。過酸化水素：可燃物や酸化され

やすい物質との混触を避ける。周辺での高温物との接触を避ける。 

保管： 直射日光を避け、2～8 ºCで保管する。その他該当法規に従って取扱及び保管をする。 

 

 

８．暴露防止及び保護措置  

N,N-ジメチルホルムアミド 

管理濃度： 10 ppm 

許容濃度：  日本産業衛生学会； 10 ppm (30mg/m3) 

 ACGIH (TLV-TWA)； 10 ppm 

 

過酸化水素 

管理濃度： 未設定 

許容濃度：  日本産業衛生学会； 未設定 

 ACGIH (TLV-TLV)； 1 ppm 

 

硫酸 

管理濃度： 未設定 

許容濃度：  日本産業衛生学会； 1 mg/m3 

 ACGIH； 未設定 

保護具： 防護衣、保護手袋、必要に応じて眼用保護具等を着用する。 

設備対策： 空気中の濃度をばく露限度以下に保つために排気用の換気を行う。 

 

９．物理的及び化学的性質 

 

N,N-ジメチルホルムアミド 

外観： 無色～黄色の液体 

臭い： 特徴的な臭気 

pH： 7 （20℃、200 g/L） 

融点・凝固点： -61 ºC（融点） 

沸点、初留点及び沸騰範囲： 153ºC（沸点） 

引火点： 58ºC（密閉式） 

爆発範囲： 下限2.2 vol%、上限 15.2 vol% 

蒸気圧： 492ｋPa(25 ºC) 

蒸気密度： 2.52 (計算値) 

比重： 0.9445 (25 ºC /4 ºC) 

溶解度： 水と混和する 

n-オクタノール/水分配係数： LogPow = 1.01 (測定値) 

自然発火温度： 445 ºC 

分解温度： データなし 

 

過酸化水素 

外観： 無色の液体 

臭い： 弱い特有のにおい 

pH： 5.1(90 wt%), 4.4 (70 wt%) 

融点・凝固点： -11 ºC（90%）,-39 ºC（70%）、 

沸点、初留点及び沸騰範囲： 141 ºC（90%）, 125 ºC（70%） 

引火点： 不燃性 

爆発範囲： 不燃性 
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蒸気圧： 0.2ｋPa(20 ºC, 90%)、0.1ｋPa(20 ºC, 70%) 

蒸気密度： 情報なし 

比重： 1.4 (90%), 1.3 (70%) 

溶解度： 水と混和する 

n-オクタノール/水分配係数： LogPow = -1.36 

自然発火温度： 不燃性 

分解温度： データなし 

 

硫酸 

外観： 無色、油状の吸湿性液体 

臭い： 無臭 

pH： データなし 

融点・凝固点： 10 ºC 

沸点、初留点及び沸騰範囲： 340 ºC（分解） 

引火点： 不燃性 

爆発範囲： 不燃性 

蒸気圧： 0.13ｋPa(146 ºC), 0.0067 Pa(25 ºC) 

蒸気密度： 3.4 

比重： 1.8356 (15 ºC /4 ºC) 

溶解度： 水と混和する 

n-オクタノール/水分配係数： LogPow = -2.20 

自然発火温度： 不燃性 

分解温度： 340 ºC 

 

１０．安定性及び反応性  

N,N-ジメチルホルムアミド 

安定性：  加熱により爆発性混合気体を生ずる。 

危険有害反応可能性： 酸化剤、硫酸塩、硝酸塩、ハロゲン化炭水化物と激しく反応する。 

避けるべき条件： 加熱、混触危険物質との接触 

混触危険物質： 酸化剤、硫酸塩、有機・無機硝酸塩、ハロゲン化炭水化物、ハロゲン、トリエチルアル

ミニウム 

危険有害な分解生成物： 加熱や燃焼により分解し窒素酸化物やメチルアミンなどの有害ガスを生成する。 

 

過酸化水素 

安定性：  66%以上のものは爆発性がある。加温や光の影響により分解し、酸素を生じて火災を起

こすおそれがある。 

危険有害反応可能性： アンモニアと接すると爆発の危険がある。強力な酸化剤であり、可燃性物質や還元性物

質と激しく反応する。 

避けるべき条件： 加熱、光、衝撃、摩擦 

混触危険物質： アンモニア、炭素、金属、酸化剤 

危険有害な分解生成物： 加熱により支燃性ガス(酸素)を生成する。 

 

硫酸 

安定性：  水と急激に接触すると多量の熱を発生し、酸が飛散することがある。希硫酸は、各種の

金属を腐食して水素ガスを発生する。 

危険有害反応可能性： 吸湿性がある。強力な酸化剤であり、可燃性物質や還元性物質と激しく反応する。 

避けるべき条件： 加熱 

混触危険物質： 可燃性物質、還元性物質、強酸化剤、強塩基 

危険有害な分解生成物： 燃焼によりイオウ酸化物を生成する。 

 

１１．有害性情報 

N,N-ジメチルホルムアミド 
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急性毒性：  

経口 区分に該当しない 

経皮 皮膚に接触すると有害 

吸入 吸入すると有毒 

皮膚腐食性・刺激性： 皮膚刺激 

眼に対する重篤な損傷・刺激性： 重篤な眼の損傷 

呼吸器感作性または皮膚感作性： 情報なし 

生殖細胞変異原性： 遺伝性疾患のおそれの疑い 

発がん性： 区分外、IARC Group 3 

生殖毒性： 生殖能または胎児への悪影響のおそれ 

特定標的臓器・全身毒性 

(単回暴露)： 

肝臓の障害、呼吸器の障害のおそれ 

特定標的臓器・全身毒性 

(反復暴露)： 

長期または繰り返しの暴露による肝臓の障害 

吸引性呼吸器有害性： 情報なし 

 

過酸化水素 

急性毒性：  

経口 ラット LD50 805 mg/kg 飲み込むと有害 

経皮 皮膚に接触すると有害のおそれ 

吸入 吸入すると有毒 

皮膚腐食性・刺激性： 重篤な皮膚の薬傷 

眼に対する重篤な損傷・刺激性： 重篤な眼の損傷 

呼吸器感作性または皮膚感作性： 情報なし 

生殖細胞変異原性： 影響なし 

発がん性： 区分外、IARC Group 3 

生殖毒性： 生殖能または胎児への悪影響のおそれの疑い 

特定標的臓器・全身毒性 

(単回暴露)： 

呼吸器の障害 

特定標的臓器・全身毒性 

(反復暴露)： 

長期または繰り返しの暴露による呼吸器系の障害 

吸引性呼吸器有害性： 分類できない 

 

硫酸 

急性毒性：  

経口 ラット LD50 2140 mg/kg 飲み込むと有害のおそれ 

経皮 分類できない 

吸入 吸入すると生命に危険(ミスト) 

皮膚腐食性・刺激性： 重篤な皮膚の薬傷 

眼に対する重篤な損傷・刺激性： 重篤な眼の損傷 

呼吸器感作性または皮膚感作性： 分類できない(呼吸器)、区分外 (皮膚) 

生殖細胞変異原性： 分類できない 

発がん性： 分類できない 

生殖毒性： 区分外 

特定標的臓器・全身毒性 

(単回暴露)： 

呼吸器系の障害 

特定標的臓器・全身毒性 

(反復暴露)： 

長期または繰り返しの暴露による呼吸器系の障害 

吸引性呼吸器有害性： 情報なし 

 

１２．環境影響情報  

分解性： 4.4% BOD、N,N-ジメチルホルムアミド)、その他データなし 
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残留性： データなし 

魚毒性： ヒメダカ  LC50 >100 mg/L/96h (N,N-ジメチルホルムアミド) 

ヒメダカ TLm 48: 37 ppm（過酸化水素） 

ブルーギル LC50 16-28 mg/L/96h（硫酸） 

               

１３．廃棄上の注  

大量の水で希釈して廃棄する。または、廃棄業者に依頼する。 

 

１４．輸送上の注意 

直射日光を避け、2～8 ºCで輸送する。 

容器の落下、衝撃等により破損しないように丁寧に取り扱う。 

その他法令に定められた注意事項に従う。 

 

１５．適用法令  

消防法： 法第2条第7項危険物 

第4類引火性液体、第二石油類水溶液体；N,N-ジメチルホルムアミド 

第6類引火性液体；過酸化水素（36%未満のため非該当） 

危険物令第1条の10 第6号別表第2（16）総務省令第2条（75） 

消防活動阻害物質；硫酸（60%以下のため非該当） 

化管法： 法第2条第2項  

第1種指定化学物質；N,N-ジメチルホルムアミド 

労働安全衛生法： 施行令別表第１ 

危険物 引火性の物；N,N-ジメチルホルムアミド 

酸化性の物；過酸化水素 

有機溶剤中毒予防規則第１条第1項  

第2種有機溶剤等；N,N-ジメチルホルムアミド 

特定化学物質障害予防規則第2条第1号第6項 

特定化学物質 (第3類物質)；硫酸 

施行令第 18 条 名称等を表示すべき有害物；N,N-ジメチルホルムアミド、過酸化水素、

硫酸 

施行令第18条の2名称等を通知すべき有害物；N,N-ジメチルホルムアミド、過酸化水素、 

硫酸 

規則第594条の2 

皮膚障害化学物質等及び特別規則に基づく不透過性の保護具等の使用義務物質；N,N-ジメ

チルホルムアミド、過酸化水素 

施行規則第326条 

腐食性液体；過酸化水素、硫酸 

労働基準法  施行規則第35条別表第1の2第4 

 疾病化学物質；N,N-ジメチルホルムアミド 

毒物及び劇物取締法： 指定令第2条 

 劇物；過酸化水素 (6％以下のため非該当)、硫酸 (10%以下のため非該当) 

海洋汚染防止法： 施行令別表第１ 

有害液体物質；N,N-ジメチルホルムアミド、硫酸、過酸化水素(濃度が 8％以下のため非

該当) 

大気汚染防止法： 施行令第10条 特定物質；硫酸 

船舶安全法： 危規則2, 3条危険物告示別表1 

引火性液体類；N,N-ジメチルホルムアミド 

酸化性物質；過酸化水素 

腐食性物質；硫酸 

航空法： 施行規則第194条危険物告示別表１ 

引火性液体；N,N-ジメチルホルムアミド 

酸化性物質；過酸化水素 
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腐食性物質；硫酸 

  

１６．その他の情報  

参考資料： 

1) 国際化学物質安全性カード (ICSC) 日本語版  国立医薬品食品衛生研究所 

2) 化学物質安全管理データブック 化学工業日報社 (2000) 

3) 中央労働災害防止協会 労働安全情報センター ホームページ 

4) (独) 製品評価技術基盤機構 ホームページ 

 

  上記の記載内容は現時点で入手できるデータに基づいて作成しておりますが、全てを網羅してありませんので、取扱

いには十分注意して下さい。 

また、注意事項は通常の取扱いを対象としたもので、特殊な取扱いの場合には、用法、用途に応じた安全対策を実施

して下さい。 

 


